
導入の背景
病院の建て替えを機に 
コミュニケーション基盤の導入を検討
愛仁会様は、大阪市西淀川区に設立した千船
診療所を起源として急性期医療を中心に診療
科目を増やして総合病院へ、さらに介護、保健、
福祉分野の機能を拡充して社会医療法人へと
発展してきました。人生におけるすべてのステー
ジにおいて医療、介護、保健、福祉を積極的に
提供するトータルヘルスケアを実現すべく、社
員総会を最高議決機関とする組織体制のもと非
同族、合議制の経営を行っています。
同法人では、早くからICTを活用してきました。

レセプトコンピュータをはじめ、1970年代には
医事会計システム、1980年代にはオーダリング
システム、2000年代には電子カルテシステムを
導入してきたほか、人事給与システムや部門別
原価計算システムなど多くの導入実績がありま
す。「ITは経営に役立てるもの」という方針のも
と、ICT戦略が積極的に推進されています。
「2010年頃より、良好な経営状態の中でリハ
ビリテーション病院、高槻病院、千船病院の建

て替えプロジェクトが推進されてきました。音
声インフラのIP化を含む新しいコミュニケーショ
ン基盤は、こうした新たなインフラの中で将来
にわたって有効利用できると考え、これらのプ
ロジェクトにあわせて法人内で導入することを
決めました」と、社会医療法人愛仁会本部 企画
部兼医療情報部 課長 井内伸一氏は導入の背景
を語ります。

導入の理由と選定のポイント
きっかけはコミュニケーション基盤の 
可能性を提示されたこと

同法人では、新しいコミュニケーション基盤と
ともに、IP固定電話、内線利用できるスマート
フォン、無線IP端末を利用したIPナースコール
システムの導入を行いました。
これらの導入について、井内氏は「富士通か

らの提案が検討のきっかけ」と話します。「正直
に言うと、IP電話については必要性を感じたこと
がありませんでした。しかし、病院単体ではなく
法人全体に対しての提案であったことからメリッ
トがあると考え、導入を検討することにしまし

た」と仰います。富士通の提案は、新しいコミュ
ニケーション基盤を活用したスマートフォンと電
子カルテ連携や、看護記録の入力など、お客様
の将来の姿まで考慮した拡張性、柔軟性の高い
内容でした。
井内氏がもう1つの理由として挙げたのが

「ネットワークインフラの一括整備」です。職
員が1,000人程度の規模のときと、現在のよう
な5,000人規模では利用頻度が全く違い、トラ
フィック量が劇的に増えてパフォーマンスが低
下するといった問題が頻発するようになりまし
た。そのため、ネットワークインフラを一新する
ことで、ネットワーク環境を改善したいと考えた
とのことです。
今回は富士通を含め、3社が名乗りを上げま

した。井内氏がその中で富士通を選定したポイ
ントは、機能とコストの要件を満たしていたこと、
電子カルテシステム導入の実績、そして提案力
でした。「単にIP化により電話が良くなるという
提案ではなく、音声インフラのIP化を含めたコ
ミュニケーション基盤の全体像を示しながら将
来に向け有効利用できる可能性を提示していた
ことが重要なポイントになりました」（井内氏）。

地域に向け医療、介護、保健、福祉を含むトータルヘルスケアを提供する社会医
療法人愛仁会様は、グループの中核となる病院の建て替えを機に、音声系インフ
ラと情報系インフラを整備・統合した新しいコミュニケーション基盤を導入すると
同時にIP固定電話、内線利用できるスマートフォン、無線IP端末を利用したIPナー
スコールシステムの導入を実現しました。10年後、20年後の経営に向けたICTの
活用を視野に、インフラの整備を進めています。

病院の建て替えプロジェクトを契機に将来の拡張性、
柔軟性の高いネットワーク環境を構築したい

モバイル端末を院内コミュニケーション用として活用
したい

課  題 効  果

音声系インフラと情報系インフラを整備・統合した新しいコミュニケーション基盤を導
入。パフォーマンスの向上でシステムアクセス時のレスポンスを改善。スマートフォン
と電子カルテ連携など将来の拡張にも柔軟に対応可能

内線として利用可能なスマートフォンと無線IP端末を利用したIPナースコールシステム
の導入により、応答前に患者様の情報を把握可能。看護師の業務負担軽減を実現

採用のポイント ・ ネットワークインフラの課題を解決するとともに、将来の拡張にも柔軟に対応可能なコミュニケーション基盤
・ スマートフォンと無線IP端末を利用したIPナースコールシステムの画面表示の見やすさ

社会医療法人愛仁会 様
将来の有効活用を見据えた新しいコミュニケーション基盤を導入
～音声インフラのIP化でスマートフォンの内線利用と、看護師の業務負担軽減につながるIPナースコールを実現～
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富士通株式会社　〒105-7123　東京都港区東新橋 1-5-2 汐留シティセンター

富士通コンタクトライン（総合窓口）   0120-933-200
受付時間 9：00～17：30（土・日・祝日・年末年始を除く）

導入の経緯と効果
ネットワーク環境の改善と、
看護師の業務負担軽減につながる
 IPナースコールシステムを実現
導入は、2012年12月から高槻病院の新病棟

が開設する2014年10月までの期間で行われま
した。「導入期間中は、富士通および富士通パー
トナーの日新電設に細やかにサポートしていた
だき、感謝しています」と、井内氏は評価してい
ます。
導入に際して最も苦労したのは、内線電話と

して利用する端末の選定でした。当初はランニ
ングコストの関係で従来型携帯電話を利用する
ことも検討したが、総務省の「医療機関におけ
る携帯電話等の使用に関する指針」を順守すべ

く、スマートフォンを無線LANモードに切り替え
て使用することにしました。上記指針において
は、携帯電話より出力電力が低い無線LAN機器
の利用は手術室や集中治療室等に規制されて
いないため、従来のPHSの運用をほとんど変え
る必要がないからです。コストについても、通
信事業者との契約を見直すことで抑えることが
できました。
導入の効果として、「ネットワークインフラを
整備し、利用環境を改善できました」と井内氏
は語ります。パフォーマンスの向上で、情報シ
ステムにアクセス時のレスポンスが改善されま
した。IP固定電話にPC用のLANケーブルを接続
できるため、従業員数の増加に伴うLANコネク
ター不足を解決する効果もあったと言います。
また、音声インフラのIP化により実現したIP

ナースコールシステ
ムについて、看護師
からも高い評価を受
けています。以前の
システムは、ナース
コールがあったとき
にPHSに病室とベッ
ド番号、患者名がテ
キストで表示される
だけのものでした。
新しいシステムでは
無線IP端末に一般や
緊急などの呼び出し
種別、病室とベッド番
号、名前、症状、担
当者などの患者情報
が見やすいフォント、
アイコンでわかりや
すく表示されるため、
状況がより把握しや
すくなり、看護師の

業務負担の軽減が図れています。

将来の展望
新しいコミュニケーション基盤で
有効利用の選択肢が拡大

井内氏は、短期的な展望として、2017年に新
築移転する千船病院への導入、IPナースコール
システムのスマートフォン対応、スマートフォン
からの看護記録の入力機能などを挙げていま
す。特にIPナースコールシステムについては、
症状に応じた質の高い医療を提供するために、
見やすい画面へのさらなる改善を図り、患者様
の情報を的確に把握していきたいと話します。
長期的な展望としては、患者が地域でより良
い医療サービスを受けられるように、コミュニ
ケーション基盤を拡張して患者様の情報を共有
する地域医療連携への活用の可能性について
言及しました。来院前に症状がわかれば、自宅
での経過観察、訪問診療、救急車での搬送など
状況に応じた対応が可能になります。こうした
仕組みが実現すれば、将来在宅医療にも活用で
きるでしょう。
井内氏は、これらは音声系インフラと情報系

インフラの両方が整っていてこそ可能になる未
来だと言います。「コミュニケーション基盤を整
備することで、10年後、20年後に何ができるか
を考えるときの選択肢が大きく広がったのです」
（井内氏）。
富士通に対しては、新しいコミュニケーション
基盤の導入により内部で対処できないトラブル
が発生した場合の迅速な対応を期待されていま
す。富士通は、今後もサポートのサービスレベ
ルを落とさないことをお約束するとともに、導入
したコミュニケーション基盤をさらに有効活用
いただけるよう、社会医療法人愛仁会様の経営
を支えてまいります。
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だいもつ病院（2016年5月予定）

千船病院（2017年7月予定）

その他施設（今後）

看護助産専門学校
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公衆網

【社会医療法人愛仁会様 システム構成図】
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事業概要｜ リハビリテーション病院、高槻病院、千船病院を中

心に、福祉や介護などの各種施設と連携すること
で、人生のすべてのステージにおいて医療、保健、
福祉、介護を含むトータルヘルスケアを提供

公式HP｜http://www.aijinkai.or.jp/

井内 伸一 氏
社会医療法人 愛仁会本部
企画部兼医療情報部 課長

社会医療法人愛仁会様の
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